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　今回、冬の穂高をほとんど経験したことのない私や高岡君に冬の穂高を経験させようと中原さんが計画された山行でした。私は、西穂は新穂高ロープウェイに乗って西穂山荘経由、独標までしか行ったことがありません。夏も同じくです。穂高の風の強さや険しい岩稜を思い、今回もまた出発前まで期待と不安が入り混じった気持ちで臨んだ山行となりました。
【12月20日】　深夜2時半に新穂高の駐車場に着き、山行の成功を誓って乾杯する。就寝は3時半ごろだったか。眠い眼を擦り6時に起床、8時に新穂高の駐車場を出発する。駐車場には車は少なく、やはりこの時期の登山者は少ないようだった。夜中の満天の星が期待させてくれたとおり、スキッとした青空である。風もほとんどない。快適な出だしとなった。

穂高平で１ピッチきる。尾根に取り付くトレースは見当たらず、私たちだけの山を堪能できそうだった。西尾根には３つの尾根があるが、避難小屋からすぐの真ん中の尾根に取り付く。リーダーの中原さんから高岡君へ

「どこでも適当に上がって行きやぁー。」

と。自分たちでトレースしていく。元気な高岡君はぐんぐん登っていく。私は全然付いて行けない。自分のボッカ力の無さをつくづく思い知る。一応、４人でラッセルの交替をしながら登って行くが、高岡君２分の１、後の３人で残りの２分の１を分け、私はそのまた半分くらいの計算（？）で交替して進む。1500ｍくらいからつぼ足だと股下まで埋まってしまうようになったのでワカンを着ける。でも今年はまだまだ雪が少ないようで、藪漕ぎをしながらのラッセルであった。

明日は天候が下り坂との予報だった。天気が崩れる前に稜線を通過するには今日中に高度を稼いでおきたいところ。1900ｍ地点で12：40である。2340ｍのピークまであと400ｍちょっとだった。15：00ごろで行けるところまで行動することとし、黙々と2340ｍ地点を目指す。2040ｍの『ゴロゴロ岩』の標識のところで、右の方から入って来たトレースと合流する。この先は、尾根が狭くなるためトレースを重ねることとなる。15：30に2340ｍ地点着。尾根上の少しくぼんだ風の影響もあまり受けなさそうな地点をテン場とした。高岡君が偵察に行って、少し先に4-5人用のテントが１張あるのを確認する。

「（このペースだと、明日午前中には西穂のピークに付くだろう。でも、この先の雪の状態によるし…。この私が途中でバテないかが一番の問題。）」

「遅くとも12：00には西穂のピークを超えたいなぁ。」

と、リーダー中原さん。

ともかく、今日の行動はここまでなので、高岡君がボッカして持ち上げてくれたビールで乾杯する。登りで汗だくになった後のビールは最高だった(*^_^*)。体が冷えてこない内に急いでテントを設営し、潜り込む。吉谷シェフ特製味噌なべをゆっくりいだだき、雪山ならではの窮屈だけどそれもまた楽しいテント生活を堪能する。テントは結露することもなく暖かい夜だった。

【12月21日】4時起床。まだお天気は大丈夫で、星が出ている。風も穏やかだ。準備をし、6時半行動開始。まだ薄暗く、ヘッドランプを点けたまま出発する。このころから一気にガスが覆い始め稜線が確認できなくなってきた。

「（やっぱりあの稜線を行くころには風も強くなって、穂高の風の洗礼を受けることになるのかなぁ。）」

まだ寝ぼけた体には辛い登りが続く。必死で這い上がる。狭い尾根には先行パーティーのトレースが続いている。途中、2人用ほどのテントを張った跡がもう1つあった。

「（早く抜けてしまわないと…。）」

気持ちは焦るけどなかなか体は言うことを聞かず、スピードが上がらない。

しばらくすると2500ｍ地点の岩峰にあたる（6：50）。その下部をトラバースして右に巻いて、ジャンクションピークまでは雪の埋まったクーロアールの急な斜面を登る。雪面はところどころクラストしていた。西穂高岳は風に流されるガスのため見え隠れし、その姿をなかなか見せてくれない。

ジャンクションピーク（8：00）のコルから尾根に出るとそこからの下部岩稜帯は快適な登りだった。右から吹き付ける風で頬が少し痛かったが、

「（こんなのまだまだ穏やかな方なんだろうな。本当の穂高の風はこんなもんじゃないんだろう。）」

と思いながら進む。

上部岩稜帯はそれまでより傾斜が強くなりロープがフィックスされていたが、怪しげなのでそれに頼ることなく進む。緊張しながらアイゼンの爪を確実に置くようにして慎重に進んだ。結局今回1度もロープを使わなかった。

最後の岩場を超え、西穂高岳のピーク着（9：10）。ピークに着くと風も比較的穏やかでガスも切れ、周りの山々が見え隠れし、その景色を楽しむことが出来た(^^)v。西穂山荘からの登山者に4人の記念写真を撮ってもらい、下山にかかる。

「下降も岩稜やから気ィ抜かんと慎重に。」

と、声が掛かる。アイゼンを引っ掛けないように気をつけながら進む。ピラミッドピーク、独標を超え広い尾根に出たときには、

「（もう大丈夫かな。）」

と、ホッとする。

11：30西穂山荘着。計画ではここで幕営の予定だったが、時間も早かったし、天候も悪化に向かっているので急いで下山する。あとはロープウェイの駅まで頑張るのみ。…だけど、この西穂山荘からロープウェイ駅までが長かった。

「（もうあとはだらだらと下るだけ。）」

と思っていたら、結構登りもあって辛かった(>_<)。

12：30新穂高ロープウェイ着。天気の崩れと追いかけっこだったが、何とか私たちの勝ちだった。ロープウェイを降りて駐車場で装備を片付けてたら雨が降り出してきた。1日早く下山したので、民宿にゆっくり1泊して帰ることにする。

夜中、雨と強風で大荒れになった。こんな時に山中に居たら大変だっただろう。早く下山できて本当に良かった。

